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概評と今後の動向
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2019年9月30日
第24回住宅・建築物の省CO₂シンポジウム
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今回の応募と採択について

応募案件(当分野)は５件→４件を採択

（採択内訳：一般部門４件、中小規模建築物部門０件）

今回の応募案件の特徴

 東京や大阪の都心のほか、地方都市に立地する
プロジェクト

 複合施設、事務所、庁舎、大学など、多様な用途
の提案

省CO2技術の普及や地域や類似用途への波及性、普
及性の観点から先導性を積極的に評価

2019年9月30日
第24回住宅・建築物の省CO₂シンポジウム
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採択案件の概評① ＜一般部門＞

虎ノ門・麻布台地区
第一種市街地再開発事業 Ａ街区

提案者：虎ノ門・麻布台地区市街地再開発組合、森ビル株式会社

 都心の大規模再開発において、ゼロエミッションシティの実現
を目指す取り組みは先導的と評価でき、シンボリックな大型
複合施設におけるスマートウェルネスオフィスの実現は、波
及、普及効果が期待できると評価した。

 ウェルネスとサステナビリティに関する取り組みが着実に実
施されることを期待する。

2019年9月30日
第24回住宅・建築物の省CO₂シンポジウム

＜概評＞
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虎ノ門・麻布台地区 第一種市街地再開発事業 Ａ街区

2019年9月30日
第24回住宅・建築物の省CO₂シンポジウム

A街区Ｂ街区 Ｃ街区

虎ノ門麻布台地区（計画エリア）

ゼロエミッションシティの実現と
再エネ証書頒布システム

事務所
（テナント）

提案１

商業

エネルギーセンター

提案2 オフィスの生産性・快適性の向上と省
エネを両立するウェルネス空間の創出

提案3 共用エリアでのウェルネスの推進

提案4

エネルギーセンター/ビル/テナント
連携 ＡＩ負荷予測、最適制御

提案5 商業施設における
オンデマンド換気制御

住宅

ビル防災センター

その他 エリア連携型未利用エネル
ギー活用（下水熱）

その他 エリアＢＣＰ対応型
高効率エネルギーセンター

その他 「ウェルネス＆サステナビリティー」
を証明する各種認証制度の活用
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採択案件の概評② ＜一般部門＞

サンケイビル本町プロジェクト

提案者：株式会社サンケイビル

 中大規模の高層テナントオフィスビルにおいて、水冷熱源シ
ステムを中心に、一定の省エネルギ－性能を有し、執務者の
快適性と省CO2を両立する取り組みは、波及、普及効果が
期待できると評価した。

 ウェルネスオフィスとしての取り組みが着実に実施されること
を期待する。

＜概評＞

2019年9月30日
第24回住宅・建築物の省CO₂シンポジウム



6

サンケイビル
本町プロジェクト

2019年9月30日
第24回住宅・建築物の省CO₂シンポジウム

 

・冷却塔＋水冷ビルマルチ方式 
(蒸発潜熱放熱で周囲温度上昇を抑制
し、ヒートアイランド現象を緩和) 
 
・トイレ洗面の給湯は高効率な水冷 
ヒートポンプ給湯器 

 
・オフィス内の熱回収コンセントで 

OA機器熱負荷を発生源近傍で処理 
(NEDD開発技術の液冷空調にも対応、
水冷サーバーにも対応) 
 
・水冷方式を採用することで将来街区 
でのエネルギー融通にも対応可能 

①水冷熱源システムを中心とした 
先導的な省CO2技術 

・GHPチラーによる電力ピークカット 
 
・冷却塔ファンのインバータ制御 
 
・熱源水ポンプの末端圧制御 
 
・LED照明、昼光・人感センサー、ゾー
ン分けによる照明制御 
 
・テナントBEMSによる省エネ推進 
 
・簡易エアフローシステムによる 
ペリメーター空間の環境改善 
 

・エントランスのデジタルサイネージ 
にCO2削減量を表示 

③省CO2技術の採用 

・空冷ビルマルチ方式と比べて省エネルギー・省CO2であり、ヒート 
アイランド現象の緩和、機器設置スペースの縮小、暖房時デフロスト 
運転の解消を実現 

 
・パッケージエアコンビルマルチ方式が最も得意とする、外気処理と 
室内循環空調を組み合わせた安価な省エネ・快適制御も導入可能 
→直膨式全熱交換機による外気取入量のCO2濃度制御 
→直膨式全熱交換機と熱源ユニットの連動による高顕熱運転制御 

②水冷熱源システムを中心とした普及性の高い省CO2技術 

オフィス 

共用部 

 駐車場 

 店舗 
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採択案件の概評③ ＜一般部門＞

宇部市新庁舎建設事業

提案者：山口県宇部市

 地域特性や庁舎の特性を踏まえた多様な省CO2対策にバラ
ンス良く取り組み、ワークスタイルの見直しと省CO2の両立を
目指す意欲的な提案で、地方都市の庁舎建築として波及・普
及効果が期待できると評価した。

 多様な新しい取り組みの効果検証結果が広く公表されること
を期待する。

＜概評＞

2019年9月30日
第24回住宅・建築物の省CO₂シンポジウム
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宇部市新庁舎建設事業

2019年9月30日
第24回住宅・建築物の省CO₂シンポジウム
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採択案件の概評④ ＜一般部門＞

中央大学多摩キャンパス学部共通棟新築工事

提案者：学校法人 中央大学

 大学における新しい学びの場として、建築計画、設備計画が
一体となった多様な対策に取り組む意欲的な提案で、大学校
舎として波及、普及効果が期待できると評価した。

 学生の様々なアクティビティを促す運用方法とそれを実現す
る技術の効果検証結果が広く公表されることを期待する。

＜概評＞

2019年9月30日
第24回住宅・建築物の省CO₂シンポジウム
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中央大学多摩キャンパス学部共通棟新築工事

2019年9月30日
第24回住宅・建築物の省CO₂シンポジウム

②：日射遮蔽庇

③：太陽光発電設備+蓄電池

②：通風・昼光利用
②：自然換気利用

②：垂直庇により日射遮蔽(東西面)

②：LowE複層ガラス
②：外壁断熱強化

①：居住域空調
③：見える化
③：昼光利用（昼光センサ）

②熱だまりを排熱

②：自然換気

①：アクティブスポット設定

③：高効率室外機
③：室外機散水

③：CO2風量制御
③：換気外気取入

災害時BCP拠点

③：空調バッファーゾーン(東西)
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今後の期待

 採択事例の少ない地域の提案

 過去の採択事例で提案された様々な省CO2技術を
上手く活用し、省CO2の波及・普及につながる提案

 健康性の増進、知的生産性の向上、災害時の機能
維持など、省CO2対策とあわせて、新たな価値の創
出につながる取り組み など

2019年9月30日
第24回住宅・建築物の省CO₂シンポジウム
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